
編集部 今日は県民衛星についてお話を伺わせていた

だきたいと思います。県民衛星に関してインタ

ビュー・取材は，これまでもよく受けられていますか?

進藤氏 先日は，日本政策投資銀行の機関紙の取材を

受けました。

編集部 人工衛星ともなると物凄い額のお金がかかり

ますよね。それを含めて，このプロジェクトについて

お話いただきたく思います。

進藤氏 このプロジェクトが何故できたかについて

は，福井経済新戦略というのがありまして，それが福

井県の次の経済，何をするかということを示す戦略で

して，私が，その推進委員になっていたときに，5年毎

の改定版作成の時期となりました。福井というのは基

幹産業が繊維とか眼鏡なのですよ。そこで，繊維，眼

鏡だけじゃ面白くないぞとなり，何か他に目玉になる

ものがないかと西川知事からお話がありました。それ

で，何か面白い目玉になるものはない？という議論に

なり，宇宙ビジネスの人工衛星事業を提案しました。

背景として，その前の年に福井県の情報システム工

業会で衛星データの技術勉強会をしようということ

で，1 年間ずっと福井の IT 企業を集めて技術者講習

会を，年 6回ぐらい勉強をしました。そのときに，現

状の人工衛星の衛星データをビジネスに使うのは無理

だなと思ったんです。それは何故かというと，まず衛

星データが高過ぎる。10km 四方の衛星画像 1 枚写真

をパチッと撮って 30 万円ぐらいする。これはもうビ

ジネスは無理だよねと思いました。6年前ぐらいにな

るんですかね，そのときの人工衛星というのは，大体

大型の人工衛星で，300 億円とか 500 億円とかかかる

んです。

編集部 それは，打ち上げからかかる費用ですか？

進藤氏 いや，人工衛星自体です。ロケットは別です。

編集部 人工衛星単体で数百億円ということですね。

進藤氏 そうです。大体三菱電機などの企業がつくっ

ている。
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インタビュー

福井県民衛星プロジェクトへのインタビュー

本号の特集のテーマを調査していたところ自治体の企画として，福井県では県民衛星として位置付ける超小

型人工衛星を打上げ，衛星データを使用した県民のための防災システム等への情報利活用プロジェクトがある

ことを知り，インタビューを試みました。さらに，衛星データの利活用を他の自治体に広め，ビジネスとして

展開する可能性を検討すべく，福井県民衛星技術研究組合を立ち上げ，衛星事業を自治体発のブランドとして

展開しています。

今回の取材では福井県民衛星技術研究組合理事長であり株式会社ネスティ代表取締役の進藤哲次氏，福井県

産業労働部新産業創出課参事(県民衛星)の堤宗和氏，同課の県民衛星プロジェクト推進グループ主任の牧野一

郎氏に衛星データの利活用の将来について具体的な内容のお話を伺いました。

要 約



編集部 他にNECとか，特定の企業ですね。

進藤氏 はい。これでは高過ぎて民間でビジネスには

無理だと思っていたんです。そのとき，ドコモが提供

している「夢の扉」というテレビ番組を見て思いつい

たのです。

編集部 「夢の扉」という番組ありますね。

進藤氏 アクセルスペースという会社が超小型の人工

衛星をつくって，その当時はウェザーニューズと一緒

に気象のデータをとるようなビジネスを短期間に始め

ていて，しかも，人工衛星自体を安く作ることができ

る。そうなると衛星データもかなり安く手に入りま

す。であれば，ビジネスになるかもしれないねという

ことで，西川知事に新しいビジネスとして人工衛星の

提案をしました。

それから，JAXAとか経産省とか文科省とか，色々

なところに行って話をして，具体的にどういう形で進

めていくかということで，ほぼ 1 年位かけてその組織

の検討をしました。それで福井県民衛星技術研究組合

というのをつくったわけです。これは，福井県にも

入ってもらって，産学官の連携でこの事業を進めてい

こうというシナリオです。福井県は人工衛星を作るお

金の 3分の 2は支援しますので，残り 3分の 1はあな

た方の意気込みを見たいので，自前でという話になり

ました。福井県は，ものづくり企業が非常に多いんで

す。そういう背景もあったので，まず「もの」である

人工衛星の製造開発，そしてその衛星データを使った

ビジネスとの 2つを行うということになりました。

それで，衛星を開発するグループと衛星データを利

用するグループの 2つに分けて，製造の方はセーレン

という企業に入ってもらいました。アクセルスペース

という東京の会社ですけど，この会社の代表が，東京

大学に中須賀教授という宇宙の大家がいらっしゃいま

して，そこの卒業生なんですね。すなわち卒業生が

作ったベンチャービジネスです。そのベンチャー企業

にも，衛星を開発するグループに入ってもらいまし

た。あと衛星データ利用については，ネスティ，福井

システムズ，福井ネット，富士通の全部入れて 4社で

す。富士通を除いて，みんな人工衛星なんて初めてな

んです。基本的に，このプロジェクトを成功させる為

には富士通の衛星技術が必要と思い，富士通のテクニ

カルコンピューティングソリューション部門に相談

し，富士通さんにも入ってもらって，福井県のソフト

会社と衛星製造のグループが連携をして，今進めてい

るところです。

この中には，福井県も入っていまして，要するにそ

れで自治体発というブランドになっているわけです。

だから，産学官連携で人工衛星をつくって，それを打

ち上げて，そこから得られる衛星データを利活用をし

ましょうというプロジェクトが平成 28年 8 月に経産

省認可の技術研究組合としてスタートしました。2年

ぐらいたちまして，2019年の 4 月から実際の衛星デー

タを使って実証試験を始めていくという段階です。

編集部 4 月からですか。それは，どこかほかのとこ

ろの衛星のデータを使用して試験するということですか？

進藤氏 アクセルスペース社が先行で人工衛星を上げ

ているので，まずはその画像データを使用して実証試

験を実施する予定です。アクセルスペース社の数基と

福井県の 1基を同じ軌道で回すと，大体 3日か 4日で

同じ場所の撮影ができます。これに対して，今まで

の，例えば，Googleの航空写真は必要なときに必要な

最新情報はとれないですよね。

編集部 小型衛星数基となると，何時も一定速度で

回っているわけですね。

進藤氏 3，4日に 1 回，同じところのデータが撮れ

る，要するに変化の具合がほぼ今の状態でわかるとい

うことです。そうすると，衛星データも安く，回数も

とれるというところが，今までにはないビジネスです

ね。それを本格的にして，いろんな利活用の仕組みを

つくっていこうと。

とりあえず第 1弾は，福井県庁をモデルユーザーに

して，行政に関する衛星データ利用をスタートしま

しょうということです。今，プロトタイプのシステム

を入れているんですけど，2019年 4 月からの実証試験

に向けて，評価を頂いています。

進藤氏 基本的には福井県できちっと成功させて，そ

れを全都道府県に売りにいかないと採算が取れませ
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ん。ソフトウェアの開発に，もう既に相当な開発費を

掛けています。富士通から多数，うちのネスティから

も色々と。そうこうすると，最終的にシステム開発す

るのに数億かかります。それを回収しないといけない

ので，そのためにも，色々とビジネスを全国的に始め

るということを今やっています。県の方で必ず「いい

ね！」というボタンを押してもらわないといけません

ね。

牧野氏 また，宇宙というのは，真空の状態ですし，

温度も− 100度から＋ 100度まで変化が激しく過酷な

環境なんです。

進藤氏 数百度の温度差がありますし，ロケットを打

上げたときにもかなりの振動があります。だから，衛

星の試験検査も含めてしっかりやらないといけないと

いうことで，福井県では福井県工業技術センターの小

型人工衛星製造拠点化を進めています。

牧野氏 試験設備を県の工業技術センターに用意して

います。

進藤氏 これも結構お金がかかっています。この試験

検査をするのも，日本では全国にあんまり場所がない

んです。大手企業とかは自分のところで持っていると

思いますけど，それ以外はほとんど持っていないの

で，そういうものの試験検査をぜひ福井に来てやって

もらいたいということです。そのために専門家を集

め，そういう人がここに集まって，人工衛星を製造す

る。そのために，宿泊施設も整備し福井県に人工衛星

の拠点をつくるべく努力しています。

牧野氏 宿泊施設は 2018年 10月から稼働しています。

進藤氏 それから，衛星データ利活用の拠点にしよう

という 2つの狙いでこのプロジェクトが進んでいると

ころです。

編集部 このプロジェクトに関する特許についてはど

うお考えですか？

進藤氏 特許については，ソフトウェア特許は基本的

に必要に応じて取ろうと思っています。ただ，ハード

ウェアの特許というのは，要するに，宇宙まで上がっ

ちゃうので，特許侵害はわからないんです。実物，上

に行っちゃっていますから。だから，ハードウェアの

特許というのは取ろうとは思っていないです。ソフト

ウェア特許のほうは，いろんな中で必要であれば出願

して。ただ，特許にするかどうかというのは，一応出

願はして審査請求しないで眠らせておくというのが一

番いいかなと今は考えています。

進藤氏 県民衛星は 2020 年に打ち上げようとしてい

ます。ちょうどオリンピックの年ですね。

それで，いろんなシステムがあるんですけど，最初

は防災・監視システムをつくろうと思っています。基

本的には土砂崩れとか河川の氾濫とかいうのは，福井

県でもすべての市町にハザードマップがあるわけで

す。どこが危ない，どこの川が氾濫するというマップ

があるので，当然通常の地図情報の上に，それをちゃ

んとマッピングするということがまず必要になりま

す。ハザードマップにのっている危険地域には，番地

がついていないので，位置が特定できないんです。そ

のことから，危険地域それぞれの緯度，経度を取得し

て，場所をプロットしていく。そういう作業もしな

きゃいけないんです。だから，地図情報でそういうも

のをマッピングする。その上に，衛星データを重ね合

わせる。

さらに，山を上から見て，がけ崩れがあっても，ほ

んのちょっとしか見えないんです。それじゃあ駄目な

ので，標高差を持っている人工衛星のデータと衛星画

像を重ね合わせると，3D に変換できるわけですね。

そうすると，がけ崩れの内容がもっとリアルにわかっ

てくる。

編集部 これは，木とか雪とかは通して，地面だけを

見るわけですよね。

牧野氏 県民衛星は，光学衛星でありカメラで撮るの

で，雲があると下まで見えないです。高低差を測る方

はレーダー衛星，SAR衛星と言うんですけど，そちら

ですと雲も透過して，天候とか昼，夜にかかわらず

データがとれるようになっています。

進藤氏 そういうものを含めて，福井県が上げる人工

衛星のデータだけではなくて，これは JAXA を含め
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いろいろな衛星データとの連携を考えています。当

然，雨が降ったときに，気象庁のひまわりのデータ等

も取得して，ここにこれだけの豪雨がやってきている

ので，この川が氾濫しそうとか予測する。今世の中に

防災アプリもありますが，あれは地図の上に載せてい

るだけなんですよ。私たちはそれに県民衛星のデータ

や，他の衛星データも重ね合わせるので，よりリアル

にわかるということです。そうすると，雨の量でどの

ぐらい氾濫するかという予測もでき，その情報を基に

最終的に避難指示を出していただければと考えていま

す。

昨年，台風で，福井県の坂井市全域で避難指示が出

ましたが，何万人の人がどこへ逃げたらいいのか，と

いう話になっちゃうわけです。川の氾濫しそうなとこ

ろとか，山崩れの恐れがあるところとか，そういうと

ころをピンポイントで避難指示が出せればいいねとい

うことを考えています。ただ，雨が降っているときに

は，衛星画像が映らないので，その前後の画像で予測

しなければいけないのですが。

進藤氏 県民衛星なので，県民のためにという視点が

ものすごく大事なんですね。それで，組合としては通

報システムを今つくろうと思っているんです。要する

に，あそこの山，崩れそうとかいう通報を，ウェブア

プリケーションで，スマホで写真を撮ってもらって，

指定のところに送ってもらう。それに対してどういう

対処をしましたという回答を返す仕組みをつくろうと

しているんです。衛星画像も分解能が 2.5メートルな

ので，そんなに細かくはないんです。そうすると，広

域は把握できるけれども，近距離は当然ドローンです

とか，至近距離はスマホで撮ってもらうとかね。だか

ら，そういう画像も全部合わせて管理をする。

また，川なんかも，いろんな応用例があります。例

えば，川の中州は雨が降ったら見えなくなるじゃない

ですか，結構変化しますので十分把握しておかなきゃ

いけないんですよ。みんな番地がついていないので，

全部指定の緯度・経度を正確に入力して，変化の状態

をちゃんと見るようにしないといけませんし。いろん

な形で行政は，河川管理をやっていますから，いろん

なところに情報提供をして，管理作業をしていくとい

うこととか。

あと，農業分野ですが，赤外線カメラがついている

ので，たんぱく質の分析ができるんですよ。それも，

ただ，北海道の赤と福井の赤とは違うんです。みんな

ちゃんとグランドトゥルースという，実際の場所に則

した量を計測していかないといけないんです。今，農

業に関しては，福井のブランド米で「いちほまれ」と

いうお米が，今年から本格的に販売を始めています。

ブランド米って結構いい値段するので，ちょっと高

めです。福井県の中で田んぼが点在しているじゃない

ですか。それら田んぼの位置を全部指定して，それに

対して変化を監視していくことも考えています。

牧野氏 ブランドの質を統一するために，例えば，広

域で見て，今刈ってくださいとか，そういう収穫時期

を指定してしまうとか，色がまだ青ければ，追肥をし

てくださいという管理に使うという方法があるのかな

と。青森県さんでは，「青天の霹靂」というブランド米

で，実際に営農指導に使っている事例があります。

編集部 それは衛星を使ってですか。

牧野氏 そうですね。

進藤氏 色々な分野でビジネスを始めているんだけ

ど，事前準備も結構大変なんですよ。色々なデータの

メディアミックスもちゃんとしないといけないし，通

報する仕組みとか決めなくてはならないです。

山の遭難について，捜索に年間数十億円かかってい

るそうです。準天頂衛星の位置情報から遭難場所を特

定するシステムも視野に入れています。ただし，まだ

現状では，受信機が高過ぎるので無理なのですが。ま

た，携帯でデータを受信するには，数百メートル級の

山はいいけど，それ以上の高さになると電波が届きま

せんよね。この辺は課題として残っています。

衛星データを用いるアプリケーションを作成してい

る企業もあります。そういうところに福井県の衛星

データを売ることになります。だから，アプリケー

ションというものを一緒に売る場合と，データだけ加
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工して販売するという 2つのビジネスの方針でこのプ

ロジェクトを進めています。

また，観光分野にも進出する予定です。各県の観光

協会は，きっと所定の場所のデータを取得できるよう

になると思います。シーズンに応じて，桜，青もみじ，

それからもみじ。春夏秋冬のほぼ今の状態の画像を渡

すことができるようになるんです。桜なんかは，大体

1週間くらいで終わってしまうじゃないですか。行っ

たら散ってしまった後とか，ありますね。そういうの

も，タイムリーな衛星からのデータに基づいた画像を

渡して，現在の状態が分かるようになります。今まで

だと，日帰りで行けない遠いところは，前年度のデー

タなどから予想して，その時期に合わせてホテルを予

約しなきゃいけませんよね。そこで，観光会社とか情

報サイトを持っているところに，衛星から逐次送られ

てくる画像データを加工したデータを送る。そうする

と，データが新しいので，皆注目しますよね。例えば，

今ちょうど紅葉の時期なので，スマホにいろいろ紅葉

の情報が出ていますよね。

編集部 今は，衛星からの情報はどのくらいのスパン

に 1回の情報ですか。

進藤氏 今は大体，1基だと 1カ月に 1回ぐらいです。

必要なときに必要な情報が安く手に入らないとビジ

ネスとして成り立ちません。そこが今の最大の欠陥で

す。無料の衛星データっていろいろ出てきていますけ

ど，昔のデータだから解像度が悪いものばっかりで，

最新のものはありません。だから，最終的には 30 セ

ンチぐらいの衛星画像が欲しいね。

編集部 軍事的にも使用されているようなものですね。

進藤氏 はい，そういうレベルで使えるいろんなアプ

リケーションをつくっていこうと試みています。まず

は，福井県に評価してもらわないといけません。どこ

の県も，結構色々な航空写真や，衛星データを買って，

莫大な費用をかけているんですよ。

牧野氏 河川の調査だけも，5 年ごとに 2,000 万円と

か 3,000 万円ぐらいのお金がかかっています。飛行機

を飛ばして川の上を全部撮ろうと思うと，それぐらい

のお金がすぐ飛んでしまうんです。しかし，県民衛星

であれば，逆にその範囲だけを，いつでも安い金額で

見られることになります。それは行政にとっても，コ

ストをいかに抑えるかというのは命題でもありますの

で，非常に使い勝手があるんじゃないかなというとこ

ろです。

進藤氏 航空写真を撮っても，次の日雨が降ったら，

全部変わってしまいますから。

編集部 そうですね。川の中州とか，増水などで様変

わりしてしまいますよね。

牧野氏 はい，逐次変化を追えるということで，これ

ぐらいの雨が降るところに中州ができるとか，ここの

中州は河川管理上ある程度溜まったら撤去しておかな

いと越水の原因になるとかっていうのを監視できるよ

うに，今いろいろ試しに使わせてもらっています。県

の担当の職員から，もうちょっとこういう機能が付け

られないかとか，いろんな要望も併せてさせてもらっ

ているところです。それで，結果うまく使えるものに

なれば，福井県だけじゃなくて全国で使えるものに

なっていくんじゃないかなと思います。

編集部 複数の企業で共同開発されていると伺ってお

りますが，お互いの契約といいますか，そういうのは

どう扱ってらっしゃいますか。

進藤氏 基本的には，ソフトのところは分担して作っ

ています。アプリケーションの値段が決まったら，そ

こで配分を全部決めるということにしております。こ

の会社には何割，こっちは何割と決めて，アプリケー

ションを売るごとに皆で分配するという仕組みをとり

ます。

編集部 アプリケーションごとに相談して分配を決め

るんですね？

進藤氏 はい，大体あるアプリケーションをつくった

ときに，じゃあ，この会社はどれだけかかったという

のを計算して，アプリケーションごとに配分する値段

を決めるという仕組みにしようと思っています。

編集部 それでしたら，ソフトの特許とかをとられた

場合も同じように共同で出願されるんですか？

牧野氏 どういう形になるかまだ決まっていません。

進藤氏 特許をとるのは富士通さんだけだと思いま

す。その場合，単独出願になると思います。手間がか

かりますので。

編集部 できれば，富士通さん以外にも発明に携わっ

てらっしゃるので，特許をいろいろ活用されたほうが

良いと思いますが。

進藤氏 しかし，特許となると管理だけでも大変です

よね，手続きやお金がかかりますし。

牧野氏 今のところ協定上では，必ず組合で出願する

とか決まっているわけではなくて，発明者間で相談し

て自由に決められるようになっています。ですから，
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その辺は自由に特許をとれるような形にはなっていま

す。

進藤氏 ソフトウェア特許になるようなものって今現

在であるかな。特許って，公開する前に出願しないと

いけないんですよね，基本は。でも，ソフトウェア特

許も結構難しい。なにせ，ソフトが素早く変わってい

きますから。

編集部 移り変わりが早い分野ですよね。

進藤氏 はい。昔，ソフトウェア特許をとれるよと聞

いたときに，色々特許事務所を回って，話を聞いたこ

とがありました。あの当時は，ソフトウェア特許のこ

とについてなかなか専門の人が少なかったのです。今

はどうかわかりませんが，少なくとも福井にはほとん

どいないかもしれませんね。

編集部 東京や大阪と比べると，福井市の事務所自体

が少ないですからね。

進藤氏 そう，なかなか難しいんですね。ハードウェ

アの特許は意外と書きやすいんだけど，ソフトウェア

の特許って，なかなか難しい。書きっぷりが難しいよ

ね，ものすごく。

編集部 確かに，機能的な記載もありますので，「も

の」の特許に比べるとややこしく感じられるかもしれ

ません。ところで，お話をお伺いしていると，衛星を

上げるというのが最終目的じゃなくて，衛星はあくま

で手段に過ぎなくて，色々とやりたいビジネスがたく

さんあって，それを有効に，よりやり易くするために

衛星を上げるというイメージなんですね。

進藤氏 はい，これがうまくいっても，福井県で第 2

号機を上げることはないんですよ。例えば，ほかの県

に 1台ずつ人工衛星を上げてもらうんです。組合には

製造グループがいるので，それを福井県で製造する。

編集部 素晴らしい計画ですね。この分野のプラット

フォーマーになれる可能性があるんですね。

牧野氏 はい，それぞれの県が 1 基ずつ衛星を持っ

て，同じ軌道に 47 個で，ぐるぐるっと回れば，毎日画

像が手に入ります。

編集部 今よりかなりタイムリーなデータが入手でき

るんですね。

牧野氏 そうですね。

進藤氏 一都道府県一つで，少なくとも計 47 個上げ

てもらうというのが理想ですね。

牧野氏 アメリカなんかですと，当たり前に小型の通

信衛星なんですけど，既に 1,000 基とかっていう単位

で宇宙でぐるぐる飛ばして，地上との衛星通信をカ

バーしているような会社が出てきています。

編集部 そんなに進んでいるんですね，アメリカで

は。

牧野氏 そうですね。アメリカなんかは民需が非常に

宇宙産業のほうを引っ張っていっている状況です。日

本はまだ政府の公共事業が引っ張っている状況です

ね。

編集部 いろいろな可能性が出てくるわけですよね。

編集部 それから福井県は，宇宙に関して色々とセミ

ナーや，催し物もされていますよね。

進藤氏 そうですね。ふくい宇宙産業創出研究会とい

うのがあるんですよ，組合とは別に。

ふくい宇宙産業創出研究会は，いろんなセミナーを

企画していますね。

牧野氏 進藤理事長からも最初説明があったとおり，

福井って何年か前にいきなり宇宙を始めたものですか

ら，県内企業にどんどん宇宙産業に参入していただこ

うと思い，こういうセミナーを開催しています。県内

企業にまずは興味を持っていただくため研究会のセミ

ナーに参加していただいているところです。

堤氏 あとは，産業振興の意味合いでは人材育成が重

要です。教育関係でもいろいろな宇宙飛行士の方，

JAXAの研究者の方に来ていただいて，子供向けの講

演会とかも実施しております。

進藤氏 6月に宇宙技術および科学の国際シンポジウ

ムというのが福井で開かれます。

2年に 1回行っているんですけど，前回は松山で開

催されました。引継ぎ式に行ってきましたけど，1週

間の間に，4,000 人ぐらい集まります。

牧野氏 そうですね。延べ 4,000 人ぐらい，大勢の方

が参加します。
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編集部 じゃあ，準備で大変ですね。来年の開催まで。

進藤氏 開催は，6月の 15 日から 21 日です。

進藤氏 1週間いろんな研究発表があるのですが，こ

の技術研究組合も発表する予定です。

編集部 6月といえば，もう半年後なんですね。それ

までに何かこういう成果を出そうみたいな目標とかは

ございますか。

進藤氏 当然 4 月から本格的に実証を行いますから，

ある程度発表に向けて準備をしたいと思います。

牧野氏 そうですね。衛星の製造についても着手はし

ていると思うんですが，打ち上げは 2020 年になりま

すので，この時点で具体的な成果まではちょっとお見

せできないと思います。

進藤氏 例えば，衛星の試験を見せるとかツアー組ん

だほうがいいですよね。

編集部 そうですね，衛星の試験ともなると，沢山の

方々が興味を持つと思います。

牧野氏 観光地とあわせて工業技術センターや県内企

業も見てもらうようなツアーはセットする予定です。

編集部 ところで，県内の企業での評判というか，県

内の皆さんどういうふうにこのプロジェクトについ

て，受け止めてらっしゃるのですか。

進藤氏 まあ，静観という感じですね。まだ結果が出

ていないので，これから実証試験を進めてからになり

ます。今，福井のソフト系企業は 4社なんですけど，

ある程度結果が出てきたら，サテライトパートナーと

いうことで周りに色々とつくっていこうとは思ってい

ます。

牧野氏 製造系のほうも，今のところはまだ東京大学

とかに勉強に行って，衛星に関するいろいろな技術を

習得している段階です。これから本格的な衛星の製造

にかかってきて，発表できる段階になってくれば，ま

たちょっと反応が変わってくるかなと思います。福井

だけじゃなくて全国的にそうなのかなと思うのです

が，宇宙というものをまだそれほど身近に感じていま

せんよね。衛星からとれるデータをどう使うとか，ロ

ケットとか衛星なんてまだ一部の，それこそテレビの

ドラマででもやっているような帝国重工，ああいうレ

ベルの世界だろうというイメージがやはりまだ強いの

かなという印象です。いろんなセミナーとか企業の方

のお話を聞いたりすると，そういうところがやはり感

じられますね。まだまだ身近なものではないのでしょ

うか。

進藤氏 4 月から実証試験を予定していて，ある程度

アプリケーションもできて，ほら，ここまでできるん

ですよと公開したら，皆さまにもご理解いただけるの

ではないでしょうか。

牧野氏 具体的実績といいますか。一回実物を見てい

ただくと，じゃあ，自分の会社の仕事に対応させると

なると，こういうところで使えるかなというイメージ

がつきやすいのかなと思います。宇宙から見た写真だ

けでは，なかなか思いつきませんよね。

編集部 そうですよね，確かに。

今日お伺いしたいろんなアプリケーションの候補だけ

でも，ああ，こんなふうに使えるんだという驚きが

あったので，きっと皆さん，具体的なビジョンをお持

ちだともっと目の色を変えて，どんどん参入してくる

んじゃないのかなと感じました。

進藤氏 もうちょっと制度が整ってくると，耕作放棄

地とか，そういうのも衛星で見えるようになります。

植物の情報とかが入っているから，赤外線のデータと

照合すると，ここは放置しているなとか，そういうこ

ともすぐできるようになってくると思うんです。空き

家は解りにくいかもしれません。ただし人の出入りを

チェックしておくと可能になるかもしれません。

編集部 あと，ニュースで見たんですけど，ルワンダ

にも小型の衛星を提供するというお話がありましたよ

ね。

進藤氏 そうです，あれは ISSからの放出ですね。

編集部 ISSとは，何ですか。

堤氏 国際宇宙ステーションです。

牧野氏 あれはもともと東京大学から，日本政府とル

ワンダ政府がいろんな経済協力とかをやっていきま

しょうという中で出た話です。ルワンダは，アフリカ

なのでそれほど日本みたいに光ファイバーが広くめぐ

らされていないとか，通信状況がよくないので，地上

のデータを一回宇宙に飛ばして，衛星でデータをため

て，それを本局のほうへ落としてくるという仕組みを

つくるのに，ちょっと協力してやってほしいという話

が東大さんにありました。それで，東大とルワンダの

ほうで話をしながら，じゃあそういう衛星をつくって

いきましょうということがまずありました。そこで，

実際に衛星をつくっていくパートナーとして，ちょう

ど県内企業が東大の中須賀先生のところへ研修に行っ

ていて，福井県の企業は結構技術があるということ

で，じゃあ一緒にやりましょうという話になりまし
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た。そして，東京大学と県の製造系企業と県の工業技

術センターが協定を結んで衛星をつくりますというの

が，2018年 7月に発表させていただいた内容になりま

す。

進藤氏 3Uという衛星です。10 センチが 1Uなんで

すよ。3Uだから 30 センチだよね。

編集部 県民衛星の枠を超えて，海外までいろいろ違

う方向にも進まれているんですね。

牧野氏 そうですね。県民衛星をつくるための技術実

習に行ったところから派生してできた，また別の衛星

を製造する取組みです。

国内に限定していても，衛星の需要がそんなに出て

こないので，逆にこういう政府間のいろんな国際協力

といった案件を，東大の中須賀先生から提案されると

いう協力関係ができているところです。

編集部 もう自治体の中では断トツで宇宙に精通とい

うか，リードしていらっしゃるんですね。

牧野氏 精通しているかどうかは解りませんが，茨城

県さんも 2018年の 9 月ぐらいから宇宙産業のほうへ

の参入を促進していますということを聞いておりま

す。

進藤氏 茨城県には，JAXAがありますから。

牧野氏 山口県も JAXA が一部移転してくるという

時から力を入れられているみたいです。

進藤氏 衛星データを管理する場所を山口県につくる

ということですね。

編集部 そうなんですね。

編集部 ところで，このプロジェクトを見て，この開

発に携わりたくて福井県やその協賛企業に入りました

という方とかもいらっしゃったりするんですか。

牧野氏 製造グループの企業さんに，取組み初期のと

きに，正月の特集で新聞記事にどんと載ったことが

あったんですけど，その記事を見てぜひやりたいと

いって，1人県外から就職された方はいらっしゃった

みたいです。

進藤氏 私どものところにも今年からは宇宙にやっぱ

り興味を持って来るんですよ。

編集部 やっぱり魅力的ですよね，若い人にとって

も。じゃあ，優秀な人材がこれで集まって，活気が上

がり，ますますいい循環が生まれそうですね。

進藤氏 今は，投資の時期です。

編集部 しかし，回収できるまでにはまだ時間がかか

りますよね。

進藤氏 本当に，その通りです。まずは防災関係を考

えているのですが，県庁で活用する。そこをどうして

いくか課題はたくさんあります。

牧野氏 そうですね。おそらく防災とその他いろんな

監視ですね。先ほどの中州もそうですけれども，あと

は森林の違法伐採，保安林とかそういうのが勝手に切

られていないかどうかという監視とかですね。

編集部 不法投棄とかそういうのもありますよね。

牧野氏 そうですね。

進藤氏 でも，不法投棄はまだ難しいと思います。

牧野氏 そうですね。ごそっと廃棄物処分場のところ

が，予定されていたところよりも広げて勝手に埋め立

てているという状況だと解ると思いますが，冷蔵庫を

1個ぽんと何処かに捨てられても，それはちょっとさ

すがに現状の衛星画像では解りません。

進藤氏 それこそ衛星が 30 センチ級の高性能じゃな

いといけませんね。

牧野氏 確かに 30 センチ級じゃないとちょっと解ら

ないと思うんですけど，1ヘクタールで許可したもの

が，いつの間にか 2ヘクタール分状況が変わっている

ということになれば，それは違法で何かやっていると

いうのがわかるので，すぐ取り締まることができると

いうように，非常に役に立ちます。県庁もどんどん人

手が減っていますので，そういったところでは使える

形になっているものなのかなと期待しています。

進藤氏 林業なんかは，山を間伐していくときに，林

道をつくっていかなきゃいけないですよね。それは毎

日毎日つくっているわけじゃないので，大体覚えてい

ないんです。また，山となると市街地じゃないから地

図も適当だし，地図がないとよくわかりませんよね。

堤氏 そこで，この衛星を使えば管理ができることに

なります。

進藤氏 例えば，蛍光塗料とかそういうものを使用し

て夜に撮ればわかるのでは？とか，いろいろ今，そう

いう案を考えています。

牧野氏 山も境界の把握というのが，非常に難しいと

言われています。それが衛星で，空からの映像で見ら

れるといいねと。企業を回ると，いろいろな新しいア

イデアも少しいただけるような状況になってきていま

すので，それをどこまで今後実現できるのかという段

階になってくるかなと思っています。

編集部 今，お伺いしたアイデアは，福井県の中で生

まれたアイデアなんですか。このプロジェクトで。
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牧野氏 そうですね。利活用グループの方と県庁の職

員が一緒にヒアリングにお伺いをしていく中で，いろ

んなアイデアが出てきているところですね。実現でき

るかどうかというのは，まだこれからいろんな検討が

必要ですけれども。

編集部 可能性はたくさんあるでしょうね。

牧野氏 そうですね。

進藤氏 ただ，お金がかかるので，ここまでは可能で，

これ以上はだめよって線引きは必要です。

編集部 はい。その辺が福井県でうまくいったら，他

の県にも販売していくという予定なんですね。ちなみ

に，そういった新しいアイデアは，特許を取得できる

可能性を秘めていると思いますが ...。

編集部 そういう知財のことがわかっている人が一緒

に考えられていたら，ひょっとしたら出願ができそう

ですね。

進藤氏 知財のことがわかっている人は工業技術セン

ターにもいます。

牧野氏 発明協会ですね。

進藤氏 でも，ソフトウェア特許のイメージが解る人

は少ないね。ものづくり系の特許のほうは解る人が多

いみたいですけど。

牧野氏 工業技術センターも結構特許は出願している

んですけど，やっぱりものづくり系の特許がほとんど

で，ソフトウェア系の特許はもうほぼ無いに等しいぐ

らいです。

編集部 もしあるなら，それはもったいないような気

がいたします。

進藤氏 富士通さんなんかはそういう専門の部がある

ので，いろいろ検討していると思います。

編集部 共同で折角開発されていらっしゃるので，共

願とか考慮されてはいかがでしょうか。

進藤氏 そうですね。

編集部 また，今日伺ったお話から，衛星だけでなく，

衛星を使ったビジネスとして考えられているんだなと

いうのが，とても興味深かったです。

編集部 福井県というと，ちょっと話が飛びますが，

恐竜がありますね。

進藤氏 恐竜については，福井の恐竜博物館，世界三

大恐竜博物館なんですよ。中国と，福井の勝山と，あ

とカナダにあるんです。これが三大恐竜博物館といわ

れているんですよ。

進藤氏 だから，基本的には，古代のロマンと宇宙の

ロマンを入れようというので，最初に西川知事に提案

したのです。

編集部 本日は，宇宙から古代まで幅広い福井県の魅

力についてお話いただきありがとうございました。

全員 ありがとうございました。
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